
 

 

 

 

                                                          

    

 

 

  

 

 

   

            

 

 

 

   

  

 

 

 アットホームな日出にも 4 月は慌ただしくやってきました。進級児さんは、

新しい先生やお友だちにちょっぴりドキドキしながらも小さいなりに、大きく

なった進級したよろこびを感じているようで、いきいきとした表情を見せてく

れています。一方、新しく日出のお友だちになった新入園児さんは、人見知り

したり、ミルクを飲んでくれなかったりと環境の変化を敏感に感じ取っている

ようです。そんな中、私たちは、不安な気持ちを受け止めながら抱っこの仕方

はこれが好きかな？好きなものは何かな？と、新聞紙や空き容器で簡単なおも

ちゃを作り一緒に転がして遊んでみたりと、“なんとか仲良くなろう作戦”で、

毎日奮闘しています。しかし、私たちがあの手この手と頑張っても、やっぱり

安心感や楽しさを見つけるきっかけは、お友だちの姿です。慌ただしい 4 月で

すが、そんな子どもたちの姿にほっこりさせてもらったことが度々ありました。 

保護者の皆様のご協力のおかげで、心配が続いているコロナ感染症の今のと

ころなんとか大事に至らず、子どもたちと一緒に過ごせることに感謝し、日出

の子どもたちとの生活を楽しんでいきたいと思っています。ささやかな子ども

たちの表情や仕草、やり取りの中にある、その時々のその子なりのストーリー

を大切にし保護者の皆さんと共有していけたらと思います。どうぞ、よろしく

お願いいたします。 

令 和 ２ 年度  ５月の園だより   

 

 落としたり、転がしたりするあそびが大好きな子どもたちです。

ちょっと壊れかけたスライダーの前にりすぐみのA君が座ってい

ると、らいおんぐみのＢ君が来て、片手でスライダーのバランス

をとりながら、玉を転がし始めました。“へ～すごい!!”と、驚い

た様子の A 君。近寄ってじーっとみていました。B 君の工夫に気

が付いた A 君。あそびの中で、感じたり気付いたりする力が育ま

れていますね。すてきな異年齢の関わりでした。 

新学期が始まり、新入園児さんも進級児さ

んも、少しずつ新しい生活に慣れ始めていた

ところでしたが、コロナウイルス感染拡大防

止のために、登園自粛を 5 月 6 日までとさせ

ていただいていましたが、さらに、5 月 31 日

までの延長をお願いすることとなりました。

保護者の皆様には、急なお知らせだったにも

関わらず、すぐに対応して頂きありがとうご

ざいました。 

祖父母の方に保育をお願いされたり、家で

仕事をしながら育児をされている方もたくさ

んおられることと思います。また、お仕事が

休めない保護者の方も、さまざまな思いを抱

えながら出勤されていることを考えると胸が

痛みます。こんな時、不安な顔を子どもには

見せてはいけない、できるだけ明るく楽しく、

家の中では叱らないで…と頑張っているお父

さん、お母さん。時には、イラッとしたり泣

きたくなるような時もあることでしょう。そ

のような時は、どうぞ、園に電話したり、息

抜きでお子さんと一緒に来られるのもかまい

ません。子どもはなかなか大人が思うように

動いてはくれませんから、ふーっと一息入れ

ることは大切です。しんどい時は、どうぞ、

私たちを思い出してつぶやいていただければ

嬉しいです。 

また、日頃より、検温や手指消毒、マスクの着

用にもご協力を頂きありがとうございます。園で

も玩具や保育室の消毒、換気などあらゆることを

実施して感染拡大防止に努めています。その中

で、園ではお子さんの熱の目安を 37.5 度とさせ

ていただいています。37.5 度になったからすぐに

連絡するというわけではなく、子どもの熱は変化

が大きいため、食欲や睡眠、咳や鼻水、元気に遊

んでいるかなど、いつもの様子と比べてお伝えさ

せていただいています。家に帰ると熱は下がって

いたということも多いのですが、このような時で 

 

日出みみょう乳児園・幼児園 

すので、一日様子を見て頂くなどしていただ

けると安心です。また、保護者の方におかれ

ましても、マスクの着用と、発熱や咳などの

症状があるときは、保育園に入ることはご遠

慮ください。大切な命を守るために重ねてお

願いいたします。 

今年度は、子どもたちの楽しみにしていた

行事も延期や中止となっています。参観日も

なくなり、園での子どもたちの様子が気にな

っておられることと思いますが、ドキュメン

テーションを園内に掲示してお知らせしてい

ます。また、今月から、保護者の皆様との連

絡アプリ「キッズノート」の配信も始めてい

きます。ゆっくりと園の様子をスマートフォ

ンで見て頂いて、保護者の方に元気パワーが

プレゼントできればいいなと思っているとこ

ろです。運動会やお泊り保育も延期となりま

したが、理事長がいつも“ピンチはチャンス!”

と言っています。こんな時だからこそ、「発

見・驚き・感動」のみんなが楽しい保育と、

そして、笑顔を失わないように、職員一同、

子どもたちの興味・関心をくすぐることを乳

児園でも幼児園でも計画中です。今年度の日

出みみょう保育園のテーマは、「みんな一緒に

びっくりポン!」としています。両園共に大き

な園庭を持っていないからこそ、今までの環

境を見直して、子どもたちが“やってみたい、

触ってみたい”と思える新たな工夫と、刺激

のある環境を子どもたちや職員と話し合いな

がら作っていきたいと思っています。さぁ、

プロジェクトが始まりますよ。 

自粛期間があけて、久しぶりに登園する子

どもたちには、安心して預けていただけるよ

うに、新学期と同じように一人ひとりに接し

ていきます。困難な時ですが、みんなで支え

合いながら、乗り越えていきましょう。一日

を無事に終えられることに感謝しながら。園長  

 

 

みんなが元気な一年でありますように。 

 

 

乳児園主任  

 新入園児のＣちゃん。 

同じクラスのＤ君がスライダーを手で

支えながら転がす様子を正座で見入っ

ています。後ろ姿から真剣に見ている様

子が伺えますね。お友だちの考えて工夫

する姿に刺激されているようです。 

遊びは学びの一コマです。 

あ～あ～。コロコロ 

したいのにな… 

わ～ 

すごーい！ 

あ～れ～ 

できてる！

なんで？ 

 

※日出みみょうホームページに、お家でお子さんと遊ぶ事例集「お家で楽しくあそぼう」 

シリーズを掲載しています。地域にお住いの子育て中の方にも紹介してあげてください。 

 お母さんがいいよ～と泣いたり、ミルクを飲んでくれなかったりと新しい環境の変

化を敏感に感じ取っていた子どもたちも、少しずつまわりへの興味が出てきていて、

楽しそうに遊んでいるお友だちの存在へと少しずつ世界を広げているようです。 

こうして子ども同士の関わりの中で生まれるストーリーや、あそびの中で育まれる力

を、「ぽかぽかドキュメンテーション」で保護者の方と共有していけたらと思ってい

ます。コロナ感染症が心配されますが、子どもたちと一緒にいられることに感謝し、

毎日を楽しみたいと思います。 


